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津
波
避
難
タ
ワ
ー
基
本
計
画

防
災
対
策

　

津
波
避
難
タ
ワ
ー
建
設
の
進
捗

状
況
は
、
各
地
区
の
自
主
防
災
組

織
、
連
合
会
、
地
権
者
の
協
力
に

よ
り
、
14
カ
所
が
選
定
さ
れ
、
現

在
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
、
用
地
測

量
、
地
質
調
査
な
ど
を
進
め
て
い

ま
す
。
高
知
県
が
９
月
に
取
り
ま

と
め
た
「
津
波
避
難
タ
ワ
ー
設
計

の
た
め
の
手
引
き
」
を
参
考
に
、

津
波
避
難
タ
ワ
ー
基
本
計
画
を
作

成
す
る
と
と
も
に
、
浜
改
田
中
ノ

丁
地
区
の
実
施
設
計
を
進
め
て
い

ま
す
。
12
月
末
公
表
予
定
の
高
知

県
の
10
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
の
浸
水
深
に

基
づ
き
、
各
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の

高
さ
を
決
定
し
、
平
成
25
年
夏
ご

ろ
に
は
タ
ワ
ー
建
設
に
着
手
し
ま

す
。

　橋詰壽人市長は各議案の提案説明に先立ち、「野田首相は、『近いうちに解散』発言から３カ月
余り経過して、衆議院を解散しました。民主党は、平成21年に『子ども手当』『高速道路無料化』
『社会保障と税の一体改革』『後期高齢者医療制度の廃止』などをマニフェストに掲げ、政権につ
きました。しかし、この３年余りでの達成状況は、166項目のうち『戸別所得補償制度』『国と
地方の協議の場』などの51項目、31％を実現したと自己検証していますが、目玉とした政策は、
ことごとく実現できていません。４年間は行わないとした消費税率引き上げについても、公約に
反し進めました。また、事業仕分けについても、パフォーマンスに終わった感が否めず、さらに、『普
天間基地は最低でも県外』『二酸化炭素排出量の25％削減』などの新しい考え方や政策を発表し
ましたが、これらも実行できていません。マニフェストを実施できないということが、さらなる
国民の政治不信に繋がっています。また、公債発行特例法案の成立の遅れにより、市町村などへ
の地方交付税の交付が滞ることになり、各自治体では、財政調整基金の繰り替えや金融機関から
の借入などの対処を行うなど、混乱が生じました。この特例法案は、ねじれ国会であるため、政
争の具となり、その影響は、各自治体の予算執行の遅れによる行政サービスの遅延と低下を招き、
国民生活に多大な影響を及ぼしています。どの政党が次の政権を取ろうとも、国民が安心して暮
らせるよう、真に国民のための政治を行っていただきたい」と述べた後、主要な課題について報
告しました。（内容は、あらましです）
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日
頃
か
ら
連
携
し
た
防
災
訓
練

　

９
月
１
日
の
防
災
の
日
以
降
、

香
南
中
学
校
で
の
消
防
団
、
自
主

防
災
組
織
、
中
学
生
に
よ
る
震
災

訓
練
、
奈
路
・
白
木
谷
地
区
の
消

防
団
お
よ
び
両
小
学
校
全
児
童
が

参
加
し
た
高
知
県
消
防
防
災
航
空

隊
に
よ
る
奈
路
ヘ
リ
ポ
ー
ト
使
用

訓
練
、
国
府
地
区
防
災
連
合
会
の

総
合
防
災
訓
練
、
高
知
大
学
農
学

部
と
連
携
し
た
学
校
関
係
者
お
よ

び
物
部
地
区
住
民
の
参
加
に
よ
る

大
学
校
舎
屋
上
へ
の
避
難
訓
練
、

高
知
自
動
車
道
南
国
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
で
の
高
速
道
路
総
合
防
災
訓

練
、
吉
川
漁
港
お
よ
び
そ
の
周
辺

海
域
で
の
航
空
局
、
海
上
保
安
庁
、

自
衛
隊
、
医
療
機
関
な
ど
に
よ
る

高
知
空
港
周
辺
の
海
上
に
お
け
る

航
空
機
事
故
の
対
応
訓
練
、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
負
傷
者
の
救

護
・
医
療
・
ト
リ
ア
ー
ジ
な
ど
災

害
時
に
お
け
る
医
療
救
護
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

日
頃
か
ら
関
係
機
関
と
の
緊
密
な

連
携
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練

を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
迅

速
か
つ
的
確
に
緊
急
事
態
に
対
処

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
時
の
仮
設
ト
イ
レ

　

を
確
保

　

本
市
に
大
規
模
な
地
震
そ
の
他

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
市
民

生
活
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は

欠
か
せ
な
い
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、

他
に
優
先
し
て
速
や
か
に
本
市
に

仮
設
ト
イ
レ
300
棟
を
運
搬
す
る
と

い
う
内
容
の
協
定
を
10
月
30
日
に

県
外
事
業
者
と
締
結
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
理
念
を
再
認
識

介
護
保
険
制
度

　

９
月
29
日
・
30
日
に
訪
問
介
護

事
業
所
、
通
所
事
業
所
を
対
象
に

「
事
業
所
に
お
け
る
自
立
支
援
型

介
護
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
の
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
、

株
式
会
社
日
本
生
科
学
研
究
所
の

指
導
者
を
招
き
、
介
護
予
防
の
視

点
を
持
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性

や
生
活
機
能
向
上
の
た
め
の
具
体

的
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
つ
い
て
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、
「
し
て
あ
げ
る
サ
ー
ビ
ス
」

か
ら
「
本
人
が
で
き
る
よ
う
に
な

　

監
視
用
カ
メ
ラ
導
入
で
効
果

不
法
投
棄
ご
み
対
策

　

７
月
10
日
に
環
境
省
中
国
四
国

地
方
環
境
事
務
所
高
松
事
務
所
か

ら
監
視
用
カ
メ
ラ
の
貸
与
を
受
け
、

特
に
苦
慮
し
て
い
る
箇
所
に
監
視

用
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。
設

置
後
は
、
不
法
投
棄
が
極
端
に
減

少
し
、
そ
の
効
果
は
大
き
な
も
の

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
、
監

視
用
カ
メ
ラ
の
導
入
を
積
極
的
に

検
討
し
ま
す
。

　

１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
県
内

　

３
番
目

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

本
市
の
平
成
23
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
は
、
１
人
当
た
り
の
医
療

費
が
121
万
１
千
円
で
、
前
年
度
よ

り
２
万
５
千
円
、
１
％
増
で
、
県

内
の
自
治
体
で
は
３
番
目
に
高
い

額
で
す
。
一
方
、
１
人
当
た
り
の

保
険
料
は
、
前
年
度
よ
り
505
円
低

い
、
５
万
７
千
288
円
で
、
収
納
率

は
99
・
35
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
、
広
域
連
合
と

の
連
携
に
よ
り
、
適
正
な
事
業
運

営
を
行
い
ま
す
。

　

米
づ
く
り
親
子
セ
ミ
ナ
ー
で
稲

　

刈
り
を
体
験

食
育
・
地
産
地
消

　

学
校
給
食
米
を
供
給
し
て
い
る

上
倉
地
区
の
棚
田
で
、
10
月
12
日

に
第
16
回
米
づ
く
り
親
子
セ
ミ
ナ

ー
の
稲
刈
り
体
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
台
風
に
よ
る
倒
伏
や
イ
ノ
シ

シ
な
ど
の
鳥
獣
に
よ
る
被
害
も
な

く
、
順
調
に
実
っ
た
稲
を
稲
生
小
・

岡
豊
小
の
児
童
と
保
護
者
が
丁
寧

に
鎌
で
刈
り
取
り
、
収
穫
の
喜
び

を
体
感
し
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ

ー
は
、
Ｊ
Ａ
南
国
市
が
児
童
に
農

作
業
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
景
観
・

環
境
保
全
を
含
め
た
棚
田
で
の
稲

作
農
業
の
位
置
付
け
と
重
要
性
に

つ
い
て
学
習
す
る
と
と
も
に
、
自

分
た
ち
が
食
べ
て
い
る
学
校
給
食

米
の
生
産
現
場
を
親
子
で
確
認
し
、

生
産
農
家
と
の
交
流
を
通
し
て
農

業
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
食
育
と
地
産

地
消
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
高

知
県
や
中
山
間
活
性
化
推
進
協
議

会
な
ど
と
と
も
に
、
事
業
継
続
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

新
バ
ス
路
線
と
乗
合
タ
ク
シ
ー

新
た
な
公
共
交
通

　

生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画

に
基
づ
き
、
新
た
に
10
月
１
日
か

ら
前
浜
～
Ｊ
Ａ
高
知
病
院
線
、
植

田
～
Ｊ
Ａ
高
知
病
院
線
の
バ
ス
路

線
が
運
行
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、

上
倉
・
黒
滝
方
面
の
デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
「
せ
い
ら
ん
」
も
、

10
月
１
日
か
ら
運
行
を
始
め
、
11

月
20
日
ま
で
に
12
便
が
利
用
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
、
中
山
間
地
域
の

公
共
交
通
の
確
保
と
し
て
、
白
木

谷
・
八
京
地
区
で
、
公
共
交
通
導

入
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
す
る
な
ど
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

　

国
保
財
政
の
健
全
運
営

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
に
係
る
９
月
末

現
在
の
医
療
費
の
額
は
17
億
６
千

894
万
円
で
、
前
年
度
比
３
千
338
万

円
、
1.9
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
の
割
合
で
推
移
す
る
と
、

保
険
給
付
費
の
決
算
額
は
、
前
年

度
比
８
千
177
万
円
増
と
な
る
見
込

み
で
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
が
６
千
251
万
円
増
、
介
護
納

付
金
が
１
千
46
万
円
増
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
国
民
健

康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額
お
よ
び

介
護
納
付
金
課
税
額
の
税
率
の
引

き
上
げ
に
よ
り
、
平
成
23
年
度
決

算
額
と
比
較
す
る
と
、
保
険
基
盤

安
定
負
担
金
等
も
含
め
２
千
419
万

円
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
療
養
給
付
費
等
負
担
金
の

定
率
国
庫
負
担
金
が
34
％
か
ら
32

％
と
減
額
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、

県
調
整
交
付
金
が
７
％
か
ら
９
％

と
増
額
が
見
込
ま
れ
、
ま
た
、
前

期
高
齢
者
交
付
金
は
１
億
２
千
570

万
円
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
本
年
度
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
の
決
算
見
込
み

は
、
歳
入
歳
出
同
額
の
60
億
５
千

650
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

装
備
の
配
備
や
研
修
会
の
実
施

消
防
団
員
安
全
対
策

　

火
災
現
場
の
最
前
線
で
放
水
消

火
活
動
を
行
う
消
防
団
員
用
に
、

防
火
服
お
よ
び
防
火
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
場

活
動
の
安
全
性
向
上
の
た
め
に
、

活
動
現
場
で
の
情
報
収
集
用
と
し

て
、
特
定
省
電
力
ト
ラ
ン
シ
ー
バ

ー
を
各
車
両
に
配
備
し
た
こ
と
に

よ
り
、
活
動
現
場
と
の
情
報
の
相

互
伝
達
が
可
能
と
な
り
、
最
新
情

報
の
共
有
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

９
月
８
日
に
、
岩
沼
市
消
防
団

長
を
招
き
、
震
災
時
の
対
応
と
そ

の
後
の
復
興
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
研
修
会
を
開
催
し
、
消
防

団
員
な
ど
120
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
の
経
験

か
ら
、
消
防
団
員
の
安
全
を
最
優

先
と
し
た
活
動
へ
の
見
直
し
を
行

い
、
消
防
団
員
の
安
全
対
策
に
努

め
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
の
情
報
共
有
に
活
用

災
害
時
要
援
護
者
台
帳

　

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
は
、
民

生
児
童
委
員
の
協
力
に
よ
り
整
備

さ
れ
、
関
係
機
関
へ
の
情
報
提
供

に
関
す
る
同
意
を
得
た
登
録
者
数

は
、
現
在
約
１
千
600
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
民
生
児
童
委
員
に
よ
る

日
頃
か
ら
の
見
守
り
へ
の
活
用
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
独
居

高
齢
者
名
簿
と
の
情
報
共
有
、
消

防
団
へ
の
情
報
提
供
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

る
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
た
い
」

と
介
護
保
険
制
度
の
理
念
を
再
認

識
し
た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
発
表
会
な
ど

小
・
中
学
校
研
究
成
果

　

十
市
小
学
校
で
は
、
高
知
新
聞

社
と
教
育
活
動
に
対
す
る
新
聞
利

活
用
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、

最
初
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ（
教
育
に
新
聞
を
）

研
究
発
表
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
岡
豊
小
学
校
で
は
、
第
50

回
全
国
小
学
校
社
会
科
研
究
協
議

会
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
た
く
さ
ん
の
教
職
員
が
参
加

し
、
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
小
中
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
の
一
環
と
し
て
、
北
陵
中

　

年
度
内
の
開
通
に
向
け
て

都
市
計
画
道
路

　

都
市
計
画
道
路
高
知
南
国
線
・

南
国
駅
前
線
の
４
車
線
全
面
供
用

開
始
を
12
月
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

行
方
不
明
者
の
所
有
権
移
転
登
記

事
務
の
遅
延
に
よ
り
、
信
号
機
な

ど
の
安
全
施
設
の
手
続
き
が
遅
れ

ま
し
た
。
本
年
度
中
の
全
面
開
通

に
向
け
、
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

学
校
と
各
小
学
校
（
岡
豊
小
、
国

府
小
、
久
礼
田
小
、
白
木
谷
小
、

奈
路
小
）
に
お
い
て
、
小
・
中
学

校
の
教
員
が
ペ
ア
を
組
み
、
授
業

を
行
う
と
い
う
研
究
授
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

２
周
年
記
念
事
業

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ま
ほ
ろ

ば
畑
」

　

ま
ほ
ろ
ば
畑
は
、
10
月
16
日
に

２
周
年
記
念
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

１
日
平
均
来
店
者
は
、
170
人
を
超

え
る
高
い
集
客
数
を
維
持
し
、
好

評
を
得
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き

続
き
、
地
元
産
野
菜
を
使
っ
た
新

し
い
レ
シ
ピ
の
開
発
や
５
グ
ル
ー

プ
共
通
の
味
付
け
の
確
立
を
図
る

な
ど
、
高
知
県
中
央
東
農
業
振
興

セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

ま
ほ
ろ
ば
畑
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。


